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― CiRA研究支援者の想い
正しく測る“実験の職人”技術員の仕事
― CiRAから羽ばたいた人たち
CiRAから生まれた、薬の未来を変える新技術
― 倫理の窓から
胞衣納めと最先端の科学

CiRAに新しく加わった、
6人の開拓者たち

｜ 特集 ｜ 

京都大学iPS 細胞研究所（CiRA）
Center for iPS Cell Research and Application, Kyoto University

11月26日（土）に一般の方向けシンポジウム
開催します

7月2日（土）にオンラインCiRA
カフェ「iPS細胞を用いた心臓再生
医療の現状と今後の展開」を開催
しYouTube配信しました。吉田善
紀准教授が、iPS細胞から作製した
心筋細胞を使って心機能を改善
する再生医療研究や、肥大型心筋症
に効く化合物を探索する創薬研究
についてお話ししました。当日の
ライブ配信では約230名の方に
ご視聴いただきました。

CiRAカフェを開催しました

Events Research

7月25日（月）にオンラインCiRAツアーを開催しYouTube
配信しました。ヒトiPS細胞から腎臓・膵臓・肝臓の細胞を
作り、再生医療や薬の開発を目指している、長船健二教授
の研究室を紹介しました。豊原光佑大学院生が、iPS細胞
から作製した腎臓のオルガノイドについて紹介し、長船
教授と共に参加者からの質問に答えました。当日はライブ
配信・オンデマンド配信合わせて約160名の方にご視聴
いただきました。

CiRAツアーを開催しました

再生医療への利用が期待できる間葉系幹細胞
の培養方法を開発

家族性アルツハイマー病患者さんを対象とした
医師主導治験（結果速報）

研究の説明をする
吉田准教授

質問に答える長船教授（左）と豊原大学院生（右）

iPS細胞から間葉系幹細胞へと分化する流れ

CiRAの井上治久教授らの研究グループは、アルツハイ
マー病患者さんのiPS細胞を用いて創薬研究を行い、
ブロモクリプチンという化合物に病気のメカニズムを
抑える作用があることを見出していました。2020年より
開始した治験の結果、人数に限りがあるものの、ブロモ
クリプチンに家族性アルツハイマー病特有の副作用は
認めなかったこと、認知機能及び行動・心理症状の病状
進行が抑制されることを見出しました。

CiRAの池谷真准教授らの研究グループは、動物由来成分
を含まない細胞治療に利用可能な方法で、iPS細胞から
神経堤細胞を介して間葉系幹細胞を作製する方法を確
立しました。間葉系幹細胞は成体内に存在する幹細胞で、
再生医療に利用する細胞の一つとして、さまざまな疾患
等で利用が進められており、細胞移植治療の細胞源として
期待されます。

CiRAではiPS細胞研究についてより深く知っていただく
ために、毎年一般の方向けシンポジウムを開催しています。
今年は京都大学iPS細胞研究財団（iPS
財団）と共催で開催します。CiRAからは
髙橋淳所長、iPS財団からは山中伸弥
理事長がそれぞれ登壇します。本イベント
はCiRA公式Youtubeチャンネルで視聴
いただけます。

CiRA 公式Youtube
チャンネル

REPORT 活動報告



大阪マラソン����に
寄付先団体として参加します

　大阪マラソン2023（第11回大阪マラソン）が2月26日（日）に開催されることが決定し、チャリティ
出場枠の寄付先団体の一つに、前回に引き続きiPS細胞研究所が選ばれました。前大会では新型
コロナウイルス感染拡大防止のため、一般ランナーの参加が中止となったことから今大会に繰越参加
になられた方を含め、総勢約60名のチャリティランナーのみなさまが、iPS細胞研究を支えるために
42.195kmを走ってくださいます。髙橋淳 所長をはじめCiRAの教員もチャリティランナーで出場する
ほか、CiRA職員もサポーターとして大会を盛り上げてまいります。
　目標に向かって全力で進むところは、マラソンも研究活動も同じです。新型コロナウイルス感染症で
大きく様変わりした世の中ですが、制約がある中でも工夫を凝らし、iPS細胞の医療応用に向けて、
研究所員一同たゆまぬ努力を続けています。今大会でも、一人でも多くの方にiPS細胞研究のことを
知ってもらえることを願っています。
　各チャリティランナーの寄付募集ページは大阪マラソン2023公式ウェブサイトの「チャリティで
参加」からご覧いただけます。みなさまの応援がチャリティランナーとCiRAの大きな支えとなります。
よろしければお力添えいただけますと幸いです。

胞衣納めと最先端の科学

上廣倫理研究部門　教授
ふじた　みさお 

え　　  な

文・藤田 みさお

　写真は京都市内にある胞衣（えな）
塚です。胞衣とは出産後に排出され
る胎盤、さい帯（へその緒）、胎児を
包む膜等の総称です。写真①の朱色
の柵に囲まれた石の下には学問の
神様、菅原道真のへその緒が埋めら
れていると伝えられています。写真②
の石碑は源義経の生誕地跡で、奥に
ある松の下にへその緒が埋められて
いるそうです。日本には古来より生ま
れた子供の分身、あるいは霊力を
持つ存在として胞衣を大切に扱って
埋める「胞衣納め」と呼ばれる慣習が
ありました。最 古 の 記 載 は『日本
書紀』といわれています。
　ところが、江戸時代後期にコレラ
が流行し、明治時代に西洋医学が
導入されると、社会の衛生観念が
変わり始めます。慣習に従って、住居
の周囲、河川や山野に胞衣を埋める
ことは衛生的に有害とみなされ、明治
から大正時代にかけて、各地に胞衣
の取扱いを定めた規則ができました。
現在では、胞衣を回収し処理する業
者の許可または届け出や処理施設
の設置条件を定めた、いわゆる「胞衣
条例」が8都道府県に存在します。
この他、独自の条例を持つ市町村も
あります。
　京都府の胞衣条例は、墓地、火葬
場または取扱所以外で胞衣を埋没、
焼却することを禁じています。しかし、
例外として「医師、歯科医師、獣医

「Yahoo！ネット募金」
ご寄付の方法

寄付ページにてお手続きができます。
※領収書は発行されません。
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➁源義経の胞衣塚（京都市北区）

➀菅原道真の胞衣塚（京都市南区）

府の研究者が他の地域の研究者と
胞衣を授受する際には、その地域の
条例も一応確認する必要があるで
しょう。少し煩雑ですが、古来の慣習
が最先端の科学に影響を及ぼして
いることにとても興味を覚えます。

・  ・  ・  ・  ・

師、薬剤師又は助産師が保存、学術
の研究又は製薬の目的をもつて特種
な方法により胞衣を処置しようとす
る場合」、知事に申請をすれば許可
することがあるとしています。実は、
CiRAでは提供者の同意を得て病院
から胞衣をいただき、研究に用いる
ことがあります。京都府に問い合わ
せたところ、実験後の胞衣を滅菌
して適切に処置する場合、条例上

「通常の方法」と解釈されるので条例
自体が適用されません、とのことで
した。
　しかし、これはあくまで京都府の
場合です。国内には胞衣条例がある
地域とない地域があり、条例の内容

（や胞衣の定義さえ）も少しずつ異な
ります。おそらく胞衣を処理する方法
や場所が地域毎に異なって伝わって
いたからと思われます。そのため、京都

・  ・
・  ・  ・

大阪マラソン����に出場した髙橋所長
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ETHICS 倫理の窓から
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